
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数のコンタクトと、前記各コンタクトを保持するインシュレータとから構成されるコン
タクトモジュールにおいて、
前記各コンタクトは、接触部、端子部、前記接触部と前記端子部との間を連結する中間部
、及び、被位置決め部を有し、
前記インシュレータは、前記各コンタクトをそれぞれ収納する複数の溝、複数の位置決め
部、及び、複数のカシメ部を有し、
前記各被位置決め部と前記各位置決め部とが係合することによって、前記各コンタクトが
前記インシュレータに位置決めされ、かつ、前記各カシメ部を変形することによって、前
記各コンタクトが前記インシュレータに固定されることを特徴とするコンタクトモジュー
ル。
【請求項２】
前記各被位置決め部を前記各位置決め部に圧入することによって、前記各コンタクトが前
記インシュレータに仮保持されることを特徴とする請求項１記載のコンタクトモジュール
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、コネクタにおいて、インシュレータと、インシュレータに保持される複数のコ
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ンタクトとから構成されるコンタクトモジュールに関する。
【０００２】
【従来の技術】
相互に直交する２枚の基板の間を電気的に接続するコネクタにおいて、インシュレータに
コンタクトを保持する方法としては、一般にインサート成形による方法（以下「第１の従
来の技術」という。）や別個の部品を採用する方法（以下「第２の従来の技術」という。
）が、知られている。
【０００３】
第１の従来の技術は、１枚の金属板からプレス加工によって打ち抜かれたリードフレーム
（複数本のコンタクトを一体に有する。）をインシュレータにモールドする方法である（
例えば、特許文献１参照。）。
【０００４】
第２の従来の技術については、図９を参照して説明する。
【０００５】
コンタクトモジュール３１は、４本のコンタクト３２と、一方の樹脂モールド部材３３と
、他方の樹脂モールド部材３４とから構成される。
【０００６】
各コンタクト３２は、９０゜のアングル形状に折曲され、それぞれの長さが異なる。一方
の樹脂モールド部材３３には、各コンタクト３２をそれぞれ収納するための溝３３ａが形
成される。他方の樹脂モールド部材３４の一端側には、直角方向に突起部３４ａが形成さ
れる。突起部３４ａは、このコンタクトモジュール３１が他のコンタクトモジュールと隣
接するときのスペーサの役割を果す。
【０００７】
各コンタクト３２を一方の樹脂モールド部材３３の各溝３３ａに矢印方向に収納した後、
他方の樹脂モールド部材３４を矢印方向に一方の樹脂モールド部材３３に重畳する。する
と、各コンタクト３２は、両樹脂モールド部材３３，３４によって挟持されて組み付けら
れる。また、数組の両樹脂モールド部材３３，３４は、一括してロケータ（図示せず）に
よって離間しないように保持される（例えば、特許文献２参照。）。
【０００８】
【特許文献１】
特許第２５３７６９８号公報（第３頁第５欄第４２行－第６欄第２８行、第５図－第８図
）
【０００９】
【特許文献２】
特開２０００－１１３９２８号公報（第３頁第４欄第３８行－第４頁第５欄第１０行、図
１）
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
第１の従来の技術では、リードフレームをインシュレータにインサート成形するために、
高価な金型を必要とし、また、コンタクトモジュールの製造工程が煩雑である。
【００１１】
第２の従来の技術では、別個の部品（他方の樹脂モールド部材３４）を必要とし、また、
その製造用の高価な金型も必要とし、更に、コンタクトモジュールの組立工程が複雑であ
る。
【００１２】
そこで、本発明は、前記両従来の技術の欠点を改良し、インサート成形用金型も別個の部
品及びその製造用金型も不要で、組立部品点数が少なく、しかも、コストが安価なコンタ
クトモジュールを提供しようとするものである。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
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本発明は、前記課題を解決するため、次の手段を採用する。
【００１４】
１．複数のコンタクトと、前記各コンタクトを保持するインシュレータとから構成される
コンタクトモジュールにおいて、前記各コンタクトは、接触部、端子部、前記接触部と前
記端子部との間を連結する中間部、及び、被位置決め部を有し、前記インシュレータは、
前記各コンタクトをそれぞれ収納する複数の溝、複数の位置決め部、及び、複数のカシメ
部を有し、前記各被位置決め部と前記各位置決め部とが係合することによって、前記各コ
ンタクトが前記インシュレータに位置決めされ、かつ、前記各カシメ部を変形することに
よって、前記各コンタクトが前記インシュレータに固定されるコンタクトモジュール。
【００１５】
２．前記各被位置決め部を前記各位置決め部に圧入することによって、前記各コンタクト
が前記インシュレータに仮保持される前記１記載のコンタクトモジュール。
【００１６】
【発明の実施の形態】
本発明の一実施の形態例のコンタクトモジュールについて図１～図８を参照して説明する
。
【００１７】
図１は、バックプレーン１に圧入によって取付けられたプラグコネクタ３と、ミッドプレ
ーン２に圧入によって取付けられたレセプタクルコネクタ４とが、嵌合する前の斜視図で
ある。
【００１８】
プラグコネクタ３は、フロントハウジング５と、フロントハウジング５に組込まれた８個
のコンタクトモジュール６とから構成される。本発明は、コンタクトモジュール６におけ
るコンタクトの保持方法に関する技術である。
【００１９】
コンタクトモジュール６は、図２に示される７本のソケットコンタクト８と、図３に示さ
れる絶縁材料製のモールド部品（インシュレータ）９とから構成される。各ソケットコン
タクト８は、９０゜のアングル形状に折曲され、それぞれの長さが異なる。
【００２０】
各ソケットコンタクト８は、一端にレセプタクルコネクタ４の各ピンコンタクト７との接
触部１０、他端に基板に接続するための端子部１１、及び、接触部１０と端子部１１との
間を連結する中間部１２を有する。各中間部１２は、接触部１０側と端子部１１側に、そ
れぞれ各ソケットコンタクト８をインシュレータ９に組込む際の位置決めの役割を果す被
位置決め肩部１３，１４を有する。また、各ソケットコンタクト８は、接触部１０の被位
置決め肩部１３側に、フロントハウジング５に組込まれる際の圧入部１５を有する。
【００２１】
インシュレータ９は、各ソケットコンタクト８をそれぞれ収納する溝１６、各被位置決め
肩部１３がそれぞれ係合する各位置決め部１７、及び、各被位置決め肩部１４がそれぞれ
係合する各位置決め部１８を有する。また、インシュレータ９には、各ソケットコンタク
ト８を固定するために、１７箇所のカシメ部１９が形成されている。
【００２２】
図５においては、コンタクトモジュール６のインシュレータ９に各ソケットコンタクト８
が保持されている。コンタクトモジュール６の組立方法について述べる。
【００２３】
まず、図４に示されるように、インシュレータ９の溝１６に各ソケットコンタクト８の中
間部１２を収納する。このとき、各ソケットコンタクト８の被位置決め肩部１３がインシ
ュレータ９の位置決め部１７に、また、各ソケットコンタクト８の被位置決め肩部１４が
インシュレータ９の位置決め部１８に、それぞれ収まるように圧入される。この状態では
、各ソケットコンタクト８は、インシュレータ９に仮保持されている。これによって、各
ソケットコンタクト８は、インシュレータ９にｘ方向にもｙ方向にも移動しないように固
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定される。
【００２４】
次に、図５Ｅ～図５Ｈに示されるように、インシュレータ９の１７箇所のカシメ部１９を
治具２０（図７参照）を使用して潰すことによって変形させると、各カシメ部１９が各ソ
ケットコンタクト８の１７箇所の中間部１２を囲み込む。この結果、各ソケットコンタク
ト８は、インシュレータ９にｚ方向にも移動しないように固定される。
【００２５】
このとき、治具２０が加熱機能を有すると、インシュレータ９にかかる負荷は軽減される
。
【００２６】
図６は、各ソケットコンタクト８がインシュレータ９の各溝１６に挿入されるときから固
定されるまでの工程を示す断面図である。まず、図６（Ａ）に示されるように、各ソケッ
トコンタクト８を矢印方向にインシュレータ９の各溝１６に収納すると、図６（Ｂ）の状
態に至る。次に、各カシメ部１９が治具２０によって変形されると、図６（Ｃ）の状態に
至り、各ソケットコンタクト８はインシュレータ９に固定される。
【００２７】
図７は、カシメの３つの手法を示す。図７（Ａ）と（Ｂ）は、カシメ部１９と治具２０の
先端とが平行である第１の方法のカシメの前後の状態である。図７（Ｃ）と（Ｄ）は、各
カシメ部１９がテーパ１９ａを有する山型で、各カシメ部１９と治具２０の先端とが平行
である第２の方法のカシメの前後の状態である。図７（Ｅ）と（Ｆ）は、第３の方法のカ
シメの前後の状態である。すなわち、各カシメ部１９がテーパ１９ｂを有し、治具２０の
先端もテーパ２０ａを有することによって、カシメは有効に行われる。
【００２８】
本発明によれば、図８に示されるように、インシュレータ９の表裏両面にソケットコンタ
クト８を保持することができる。この場合、表裏両面ともに同一のソケットコンタクト８
を採用することができる。
【００２９】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、本発明によれば、次の効果が奏される。
【００３０】
１．従来の技術では、必要とされたインサート成形用金型又は別個の部品及びその製造用
金型を、本発明では、不要とするので、組立部品点数が少なく、しかも、コストが安価な
コンタクトモジュールを提供することができる。
【００３１】
２．各コンタクトはインシュレータに、各被位置決め部と各位置決め部とが圧入により係
合することによって、仮保持され、また、各カシメ部が変形されることによって、固定さ
れるので、コンタクトモジュールの組立は、簡易である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態例のコンタクトモジュールが採用されたプラグコネクタと
、レセプタクルコネクタとの嵌合前の斜視図である。
【図２】同コンタクトモジュールにおける各ソケットコンタクトであり、（Ａ）は側面図
、（Ｂ）は正面図を、それぞれ示す。
【図３】同コンタクトモジュールにおけるインシュレータの諸図であり、（Ａ）は平面図
、（Ｂ）は正面図、（Ｃ）は側面図、（Ｄ）は下面図を、それぞれ示す。
【図４】同コンタクトモジュールの諸図であり、（Ａ）は平面図、（Ｂ）は正面図、（Ｃ
）は側面図、（Ｄ）は下面図を、それぞれ示す。
【図５】同コンタクトモジュールにおいて、ソケットコンタクトをインシュレータにカシ
メによって固定する前後の諸図であり、（Ａ）は平面図、（Ｂ）は正面図、（Ｃ）は側面
図、（Ｄ）は下面図、（Ｅ）はカシメ前のカシメ部の正面図、（Ｆ）は（Ｅ）図における
線Ｂ－Ｂによる断面図、（Ｇ）はカシメ後のカシメ部の正面図、（Ｈ）は（Ｇ）図におけ
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る線Ｃ－Ｃによる断面図を、それぞれ示す。
【図６】同コンタクトモジュールにおける各ソケットコンタクトがインシュレータの各溝
に挿入されるときから固定されるまでの工程の断面図であり、（Ａ）は各ソケットコンタ
クトがインシュレータの各溝に挿入される前の状態、（Ｂ）は各ソケットコンタクトがイ
ンシュレータの各溝に挿入された状態、（Ｃ）は図５（Ｂ）における線Ａ－Ａによる断面
図であり、各ソケットコンタクトがインシュレータにカシメによって固定された状態を、
それぞれ示す。
【図７】同コンタクトモジュールにおけるソケットコンタクトをインシュレータにカシメ
によって固定する３つの方法の断面図であり、（Ａ）は第１の方法のカシメ前の状態、（
Ｂ）は第１の方法のカシメ後の状態、（Ｃ）は第２の方法のカシメ前の状態、（Ｄ）は第
２の方法のカシメ後の状態、（Ｅ）は第３の方法のカシメ前の状態、（Ｆ）は第３の方法
のカシメ後の状態を、それぞれ示す。
【図８】同コンタクトモジュールの一設計変更例の諸図であり、（Ａ）は平面図、（Ｂ）
は正面図、（Ｃ）は側面図、（Ｄ）は下面図、（Ｅ）はカシメ前のカシメ部の正面図、（
Ｆ）は（Ｅ）図における線Ｂ－Ｂによる断面図、（Ｇ）はカシメ後のカシメ部の正面図、
（Ｈ）は（Ｇ）図における線Ｃ－Ｃによる断面図を、それぞれ示す。
【図９】第２の従来の技術であるコンタクトモジュールの組立前の斜視図である。
【符号の説明】
１　　バックプレーン
２　　ミッドプレーン
３　　プラグコネクタ
４　　レセプタクルコネクタ
５　　フロントハウジング
６　　コンタクトモジュール
７　　ピンコンタクト
８　　ソケットコンタクト
９　　インシュレータ（モールド部品）
１０　　接触部
１１　　端子部
１２　　中間部
１３　　被位置決め肩部
１４　　被位置決め肩部
１５　　圧入部
１６　　溝
１７　　位置決め部
１８　　位置決め部
１９　　カシメ部
１９ａ　　テーパ
１９ｂ　　テーパ
２０　　治具
２０ａ　　テーパ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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